
　

二
〇
〇
八
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
に
端
を
発
し
た
世
界
規
模
の
経
済
危

機
は
、
Ｇ
8
を
中
心
と
し
た
そ
れ
ま
で

の
世
界
経
済
の
勢
力
図
を
大
き
く
揺
る

が
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
大
国
が
主
導

す
る
開
発
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
も
変
化
が
起

き
て
い
る
。
過
去
一
〇
年
間
は
、
国
連
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
以
下
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
代
表
さ
れ
る
「
貧
困
削
減
」
が
開
発

の
主
要
な
国
際
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
っ
た

が
、
危
機
後
は
発
信
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
力
点
が
移
動
し
、現
在
は
「
強
固
で
、

持
続
可
能
で
、
均
衡
の
と
れ
た
成
長
」

を
標
榜
す
る
Ｇ
20
の
台
頭
に
歩
調
を
合

わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、「
経
済
成
長
」
が

開
発
の
バ
ズ
・
ワ
ー
ド
（
流
行
語
）
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
こ
で
、「
経
済
開
発
VS
社
会
開
発
」

と
い
う
よ
う
な
二
項
対
立
論
を
展
開
す

る
こ
と
に
、
あ
ま
り
意
味
は
な
い
。
後

述
の
よ
う
に
経
済
危
機
が
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

脅
か
し
て
い
る
現
状
で
は
特
に
そ
う
だ
。

　

し
か
し
、
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
体
制
の
輪
郭
が
ま
だ
見
え
な

い
な
か
、
斜
陽
国
と
台
頭
国
の
競
合
が

無
原
則
に
国
際
政
治
経
済
を
支
配
す
る

と
し
た
ら
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
は
じ
め

と
し
た
低
所
得
国
の
開
発
の
見
通
し
は

低
く
な
る
。

　

本
稿
で
は
、
貧
困
を
国
際
政
治
の
主

要
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
押
し
上
げ
た
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
一
〇
年
の
功
罪
を
振
り
返
り
、
危
機

後
の
国
際
社
会
が
採
る
べ
き
開
発
ア

ジ
ェ
ン
ダ
と
、
構
築
す
べ
き
体
制
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
考
え
て
み
た
い
。

●
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

─
│

貧
困
削

減
の
た
め
の
﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
協
定
﹂

　

二
〇
〇
〇
年
に
開
か
れ
た
国
連
総
会

で
、一
八
九
カ
国
の
首
脳
た
ち
は
、「
我
々

の
同
胞
た
る
男
性
、
女
性
そ
し
て
児
童

を
、
現
在
一
〇
億
人
以
上
が
直
面
し
て

い
る
、
悲
惨
で
非
人
道
的
な
極
度
の
貧

困
状
態
か
ら
解
放
す
る
た
め
、
い
か
な

る
努
力
も
惜
し
ま
な
い
。
我
々
は
、
全

て
の
人
々
が
開
発
の
権
利
を
現
実
の
も

の
と
す
る
こ
と
、
並
び
に
全
人
類
を
欠

乏
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
す

る
」
と
誓
っ
た
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
）。

こ
の
崇
高
な
精
神
の
具
現
化
を
試
み
た

の
が
、
八
つ
の
目
標
（
ゴ
ー
ル
）
か
ら

成
る
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
あ
る
。

　

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、二
〇
一
五
年
を
期
限
に
、

途
上
国
に
は
極
度
の
貧
困
・
飢
餓
人
口

の
半
減
、
初
等
教
育
の
完
全
普
及
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
平
等
、
乳
幼
児
死
亡
の
削
減
、

妊
産
婦
の
健
康
の
改
善
、
エ
イ
ズ
、
マ

ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
の
蔓
延
の
防
止
、

環
境
の
持
続
可
能
性
確
保
（
目
標
一
〜

七
）
を
、
先
進
国
に
は
途
上
国
の
努
力

を
阻
害
せ
ず
、
下
支
え
す
る
た
め
の
政

策
改
善
と
国
際
環
境
整
備
（
開
発
の
た

め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

＝
目
標
八
）
を
課
し
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
も
う
ひ
と
つ
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
協
定
」
の
側
面
が
あ
る
。
途
上
国
、

先
進
国
の
双
方
に
責
任
を
課
す
こ
と
で
、

先
進
国
が
途
上
国
の
腐
敗
や
制
度
の
不

備
を
理
由
に
、
途
上
国
が
先
進
国
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
不
足
を
理
由
に
自
ら
の

不
作
為
を
正
当
化
す
る
事
態
を
避
け
、

双
方
の
積
極
行
動
に
よ
る
相
乗
効
果
を

期
待
し
て
い
る
の
だ
。

　

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
一

九
九
〇
年
代
に
各
分
野
で
打
ち
立
て
ら

れ
た
様
々
な
国
際
目
標
に
よ
る
社
会
開

発
の
主
流
化
、
日
本
も
そ
の
成
立
に
向

け
て
奔
走
し
た
経
済
協
力
開
発
機
構
・

開
発
援
助
委
員
会
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ　

Ｄ
Ａ

Ｃ
）
の
新
開
発
戦
略
、
途
上
国
の
援
助

要
求
な
ど
、
様
々
な
志
向
が
ひ
と
つ
に

合
流
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
単
に
国

連
に
よ
る
目
標
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
ま

で
主
に
経
済
開
発
を
重
視
し
て
き
た
世

界
銀
行
や
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ

機
関
も
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
機
関
が
一
九
八
〇
年
代
以
降
、

重
債
務
貧
困
国
に
対
し
て
要
求
し
て
き

た
、緊
縮
財
政
、経
済
自
由
化
、社
会
サ
ー

ビ
ス
の
民
営
化
な
ど
を
柱
と
す
る
「
ワ

シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
型
の
政
策

が
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
重
視
す
る
生
計
、
食

料
安
全
保
障
、
教
育
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

保
健
、
環
境
な
ど
に
与
え
て
き
た
影
響

を
考
え
る
と
、
こ
の
観
点
か
ら
の
政
策

評
価
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
の
意
義
は

大
き
い
。

　

実
際
、
た
と
え
ば
世
銀
は
、
以
前
よ

り
も
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
国
家
の

特
集
・
ア
フ
リ
カ
の
社
会
開
発
と
経
済
発
展
―
現
在
そ
し
て
こ
れ
か
ら

ポ
ス
ト
経
済
危
機
の

国
際
社
会
に
求
め
ら
れ
る
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ

山
田
太
雲
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役
割
を
認
め
始
め
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
も
、
闇
雲

な
緊
縮
財
政
と
援
助
懐
疑
論
を
前
提
と

せ
ず
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
必
要
な
費
用
を

積
極
的
に
試
算
す
る
な
ど
、
徐
々
に
変

化
を
見
せ
始
め
て
い
る
（
た
だ
し
こ
れ
ら

の
変
化
は
概
ね
本
部
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ

て
お
り
、
国
レ
ベ
ル
で
は
依
然
、
旧
来

的
な
政
策
介
入
の
慣
行
が
支
配
的
だ
）。

●
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
進
捗
状
況
と
新
た
な
課
題

　

過
去
一
〇
年
間
の
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に

向
け
た
進
捗
は
、
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
目
覚
ま
し
い
進
展
が
見
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
未
就
学
児
童
の
数
は
、

当
初
の
一
億
五
〇
〇
万
人
以
上
が
、
現

在
は
六
九
〇
〇
万
人
に
ま
で
減
っ
て
い

る
。
こ
れ
ほ
ど
の
劇
的
な
改
善
の
最
大

の
要
因
は
、
貧
困
児
童
に
と
っ
て
最
大

の
ア
ク
セ
ス
障
壁
と
な
っ
て
い
る
授
業
料

な
ど
を
、
途
上
国
政
府
が
廃
止
・
免
除

し
た
こ
と
、
こ
の
た
め
の
不
足
資
金
を
Ｇ

8
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
債
務
救
済
と

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
で
支
え
た

こ
と
に
あ
る
。
ま
さ
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
協

定
の
な
せ
る
技
だ
。

　

他
方
、
そ
の
教
育
分
野
で
さ
え
、
一

〇
年
で
や
っ
と
こ
こ
ま
で
と
い
う
事
実

に
も
見
ら
れ
る
と
お
り
、
期
限
ま
で
の

達
成
は
、
ど
の
目
標
も
厳
し
い
状
況
だ
。

今
も
、
約
三
秒
に
一
人
の
子
ど
も
が
、
そ

し
て
毎
日
九
六
〇
人
の
妊
産
婦
が
、
命

を
落
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
基
礎

的
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
安
価
・
無
償
で
提

供
で
き
れ
ば
防
げ
る
死
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
特
に
二
〇
〇
〇
年
代
後
半

以
降
、
新
た
な
脅
威
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
二
〇
〇
八
年
の
食
料
価
格
の
急
騰

は
、
都
市
住
民
だ
け
で
な
く
、
長
年
の

低
投
資
や
安
価
な
輸
入
農
産
品
の
流
入

で
疲
弊
し
て
い
た
貧
困
農
家
の
食
料
ア

ク
セ
ス
を
著
し
く
阻
害
し
た
。
年
々
威

力
を
増
す
気
候
変
動
の
影
響
は
、
作
物

の
収
穫
高
の
変
動
に
留
ま
ら
ず
、
バ
イ

オ
燃
料
や
食
料
の
安
定
供
給
を
狙
う
多

国
籍
企
業
の
農
地
買
収
な
ど
に
も
及
び
、

小
規
模
農
家
を
追
い
詰
め
る
。

　

経
済
危
機
は
、
苦
境
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
か
の
よ
う
に
、
貧
困
層
の
肩
に

の
し
か
か
っ
た
。
家
計
レ
ベ
ル
で
は
、
失

業
な
ど
が
原
因
で
、
食
事
の
回
数
や
質

を
下
げ
る
、
医
療
や
教
育
を
諦
め
る
な

ど
の
事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。

国
家
レ
ベ
ル
で
も
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
の

調
べ
で
は
、
低
所
得
国
五
六
カ
国
が
、

二
〇
〇
八
〜
〇
九
年
、
前
期
に
比
べ
六

五
〇
億
ド
ル
の
財
政
損
失
を
被
っ
た
こ

と
が
分
か
っ
て
お
り
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
分
野
へ

の
予
算
も
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
事
実
、
二
〇
一
〇
年
七
月
の
ア
フ

リ
カ
連
合
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
政
府
予
算

の
一
五
％
を
保
健
分
野
に
充
て
る
と
し
た

「
ア
ブ
ジ
ャ
宣
言
」
の
再
確
認
に
つ
い
て
、

各
国
財
務
省
が
強
く
抵
抗
し
た
。
二
〇

〇
四
年
に
マ
ラ
ウ
イ
で
導
入
さ
れ
、
抗

エ
イ
ズ
薬
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
三
〇
〇
〇

人
か
ら
二
三
万
人
に
拡
大
さ
せ
た
保
健

人
材
増
員

政
策
も
、

ド
ナ
ー
資

金
の
枯
渇

で
打
ち
止

め
に
な
っ

て
し
ま
っ

た
。
こ
れ

ら
を
誘
発

し
て
い
る

の
が
、
先

進
国
に
よ

る
援
助
公

約
の
不
履

行
で
あ

る
。

●�

世
界
経
済
に
お
け
る
勢
力
関
係
の

変
動
と
、
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
混
乱

　

冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
経
済
危
機

は
、
世
界
経
済
に
お
け
る
勢
力
関
係
を

揺
る
が
し
た
。
以
前
か
ら
、
Ｇ
8
の
み

に
よ
る
合
意
の
実
効
力
に
は
疑
問
符
が

付
い
て
い
た
が
、
経
済
危
機
に
よ
っ
て

Ｇ
8
体
制
は
い
よ
い
よ
限
界
を
迎
え
る
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
危
機
を
克
服
す
る

た
め
の
国
際
政
策
協
調
は
、
Ｇ
8
で
は

な
く
、
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危

機
以
降
、
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
級

で
組
織
さ
れ
て
い
た
Ｇ
20
が
、
首
脳
級

に
格
上
げ
さ
れ
る
形
で
担
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｇ
20
と
開
発
課
題
の
距
離
も

急
速
に
縮
ま
り
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
〇
年

一
一
月
に
ソ
ウ
ル
で
行
わ
れ
た
首
脳
会
合

で
は「
開
発
」が
主
要
議
題
に
据
え
ら
れ
、

「
共
有
さ
れ
た
成
長
の
た
め
の
ソ
ウ
ル
開

発
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
と
し
て
、
以
下
の
よ

う
な
原
則
が
合
意
さ
れ
た
。

▼�

民
間
部
門
主
導
の
「
成
長
」
に
焦
点

を
当
て
る

▼�

成
功
の
た
め
の
万
能
な
単
一
方
程
式

は
存
在
し
な
い
。
経
済
政
策
に
対
す

る
途
上
国
側
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
主

権
）
を
尊
重
す
る

▼�

Ｇ
20
の
役
割
は
、
成
長
の
潜
在
性
を

阻
む
国
際
的
な
構
造
要
因
の
除
去
に

あ
る

グループ名称 構成国・地域 発足の経緯

G8
（Group of Eight）

主要8カ国首脳会議

アメリカ、イギリス、イタリ
ア、カナダ、ドイツ、日本、
フランス、ロシア

1974年　オイル・ショック
1975年　G6発足
1976年　G7（カナダが参加）
1998年　G8（ロシアが参加）

G20
（Group of Twenty）

20カ国・地域首脳会合

G8＋アルゼンチン、インド、
インドネシア、オーストラリア、
韓国、サウジアラビア、トルコ、
中国、ブラジル、南アフリカ、
メキシコ、欧州連合（EU）

1997年　アジア通貨危機
1999年　 20カ国・地域財務大臣・

中央銀行総裁会議
2008年　世界金融危機
2008年　 20カ国・地域首脳会合

G20の指導者が貧困と闘うよう、韓国の義賊がテコ
ンドーを指南──オックスファムがソウルで行っ
たメディア向けパフォーマンス（撮影 ⒸOBOS）
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▼
約
束
し
た
こ
と
は
必
ず
守
る

　

ま
だ
具
体
性
を
欠
く
内
容
だ
が
、
画

一
的
な
経
済
政
策
介
入
を
否
定
し
、
各

国
の
主
体
性
を
尊
重
し
て
い
る
点
に
つ

い
て
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス

と
の
決
別
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
こ
の
解
釈
の
具
体
的
な

定
着
を
今
後
の
Ｇ
20
に
求
め
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
議
長
国
・
韓
国
の

市
民
社
会
か
ら
は
、「
中
韓
な
ど
の
野
放

図
な
対
ア
フ
リ
カ
投
資
に
お
墨
付
き
を

与
え
る
」
と
い
う
批
判
的
解
釈
も
聞
こ

え
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｇ
20
は
今
後
、
開

発
を
恒
久
議
題
と
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
。
し
か
し
、
で
は
今
後
開
発
課
題
は
、

Ｇ
8
よ
り
も
「
貧
困
を
知
る
国
」
を
多

く
抱
え
る
Ｇ
20
の
担
当
領
域
に
な
る
の

か
と
い
う
と
、
事
態
は
そ
う
単
純
で
は

な
さ
そ
う
だ
。

　

ま
ず
、
主
導
権
を
巡
る
国
家
間
の
駆

け
引
き
が
あ
る
。
米
英
仏
な
ど
に
比
べ

国
際
場
裡
で
の
影
響
力
に
劣
る
日
本
な

ど
の
一
部
先
進
国
が
Ｇ
8
の
枠
組
み
を

失
う
こ
と
に
抵
抗
す
る
一
方
、
膨
大
な

国
内
貧
困
を
抱
え
る
中
国
や
イ
ン
ド
な

ど
の
新
興
国
に
も
、
Ｇ
8
的
な
議
題
設

定
を
嫌
う
傾
向
が
あ
る
。
結
果
、
Ｇ
8

と
Ｇ
20
は
当
面
、
異
な
る
役
割
を
担
い

つ
つ
共
存
す
る
形
に
落
ち
着
く
様
相
だ
。

開
発
課
題
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
8
が
社
会

開
発
分
野
を
、
主
に
援
助
の
観
点
か
ら

話
し
合
う
の
に
対
し
て
、
Ｇ
20
は
途
上

国
の
経
済
成
長
促
進
に
資
す
る
国
際
的

な
政
策
枠
組
み
の
構
築
を
自
ら
の
比
較

優
位
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
共
存
」
を
も
っ
て
、

経
済
開
発
と
社
会
開
発
に
関
す
る
国
際

社
会
の
取
り
組
み
が
う
ま
く
両
輪
と
し

て
機
能
し
て
い
く
と
見
通
す
こ
と
は
難

し
い
。
中
国
な
ど
が
高
度
成
長
で
膨
張

す
る
資
源
需
要
を
満
た
す
べ
く
ア
フ
リ

カ
な
ど
に
対
し
て
行
う
投
資
が
、
相
手

国
の
人
権
、
社
会
、
環
境
に
及
ぼ
す
影

響
を
懸
念
す
る
声
は
強
い
。
一
方
の
伝

統
的
ド
ナ
ー
も
、
危
機
後
の
失
地
回
復

に
懸
命
だ
。
こ
れ
ま
で
は
欧
州
を
筆
頭

に
「
ノ
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
（
高

貴
な
る
者
の
義
務
）」
的
な
言
説
を
洗
練

さ
せ
、
そ
れ
に
沿
っ
た
援
助
改
革
を
進

め
て
き
た
が
、
危
機
後
は
「
背
に
腹
は

代
え
ら
れ
な
い
」
と
ば
か
り
に
保
守
化

の
傾
向
を
強
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
英

国
新
政
権
の
国
際
開
発
相
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
対
Ｇ
Ｎ
Ｉ（
国
民
総
所
得
）比
〇
・
七
％

拠
出
公
約
へ
の
工
程
表
を
維
持
し
つ
つ

も
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
環
境
、

紛
争
、
開
発
な
ど
に
関
す
る
前
政
権
の

一
〇
〇
の
公
約
を
九
割
以
上
放
棄
ま
た

は
見
直
し
、
国
家
安
全
保
障
色
を
打
ち

出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
の
下
で
は
、

総
体
と
し
て
「
社
会
開
発
よ、

り、

も、

経
済

開
発
」
と
い
う
傾
向
が
強
く
な
り
、
そ

の
経
済
開
発
も
、
真
に
途
上
国
の
利
益

を
優
先
し
た
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
持

た
ざ
る
を
得
な
い
。

　

で
は
、
国
際
社
会
が
本
来
目
指
す
べ

き
、
危
機
後
の
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
？

●
ポ
ス
ト
経
済
危
機
の
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ

　

│
│

貧
困
削
減
に
資
す
る
成
長
と
は
？

　
「
成
長
そ
れ
自
体
を
目
的
に
し
た
成
長

は
、
ガ
ン
細
胞
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ

る
」

││エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ビ
ー

　

ま
ず
前
提
と
し
て
確
認
す
べ
き
は
、

経
済
成
長
は
そ
れ
自
体
が
目
的
な
の
で

は
な
く
、
社
会
的
価
値
実
現
の
手
段
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
と
い
う
こ

と
だ
。
そ
の
価
値
と
は
、
例
え
ば
貧
困

削
減
、
少
な
く
と
も
人
口
構
成
比
に
応

じ
た
割
合
で
の
女
性
へ
の
便
益
、
自
然

資
源
と
環
境
的
公
共
財
活
用
の
長
期
的

な
持
続
可
能
性
と
の
両
立
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

そ
の
う
え
で
、「
経
済
成
長
は
こ
れ
ら

の
価
値
を
自
動
的
に
は
も
た
ら
さ
な
い
」

と
い
う
歴
史
認
識
に
立
つ
必
要
が
あ
る
。

貧
困
と
の
関
係
で
見
る
と
、
南
ア
フ
リ

カ
は
世
界
三
一
〜
三
二
位
の
経
済
規
模

を
誇
る
一
方
、
人
間
開
発
指
数
は
一
一
〇

位
に
甘
ん
じ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
八
一

年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
、
世
界
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
九
兆
ド
ル
増
加
し
た
が
、
一

九
八
一
年
時
点
で
世
界
人
口
の
三
分
の
一

を
占
め
て
い
た
絶
対
貧
困
層
が
手
に
し

た
恩
恵
は
、
こ
の
う
ち
わ
ず
か
一
・
五
％

に
過
ぎ
な
い
。「
経
済
成
長
の
恩
恵
は
自

然
と
貧
者
に
も
均き

ん

霑て
ん

す
る
（
し
た
た
り

落
ち
る
）」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
ト
リ

ク
ル
ダ
ウ
ン
理
論
」
を
信
奉
す
る
限
り
、

資
源
配
分
な
ど
は
常
に
富
裕
層
が
優
先

さ
れ
、
社
会
的
包
摂
や
持
続
可
能
性
の

た
め
の
施
策
は
付
焼
き
刃
に
終
わ
る
。

　

貧
困
削
減
に
資
す
る
成
長
の
た
め
に

は
、
貧
困
層
が
住
む
地
域
や
彼
ら
が
従

事
す
る
セ
ク
タ
ー
で
、
ま
た
雇
用
創
出

の
た
め
に
は
労
働
集
約
的
な
セ
ク
タ
ー

││

例
え
ば
農
業
、
軽
工
業
、
建
築
、
サ
ー

ビ
ス
業

││

で
、
そ
れ
ぞ
れ
成
長
が
起
き

や
す
い
よ
う
な
環
境
整
備
を
国
家
が
意

図
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
施
策
か
ら
貧
困
層
が
恩
恵
を
受

け
る
た
め
に
は
、
人
的
資
源
、
土
地
、

政
治
的
な
力
の
再
分
配
も
求
め
ら
れ
る
。

成
長
は
、
そ
の
マ
ク
ロ
数
値
だ
け
で
な

く
、
そ
の
焦
点
、
政
治
、
政
策
意
図
な

ど
も
同
等
に
重
要
な
の
だ
。

　

つ
ぎ
に
、成
長
戦
略
は
社
会
セ
ク
タ
ー

を
敬
遠
す
る
の
で
は
な
く
、
重
要
な
生

産
セ
ク
タ
ー
の
ひ
と
つ
と
認
識
し
、
要

に
据
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
民

間
営
利
部
門
を
医
療
や
教
育
の
け
ん
引

役
に
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ワ
シ

ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
下
で
推
進
さ

れ
た
民
営
化
政
策
は
、こ
れ
ら
社
会
サ
ー
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ビ
ス
を
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
よ
り
も
支
払

い
能
力
に
応
じ
た
も
の
に
変
貌
さ
せ
、

女
性
、
貧
困
層
、
農
村
人
口
の
排
除
を

も
た
ら
し
た
。
特
に
貧
困
家
庭
の
女
性

は
、
利
用
者
と
し
て
の
不
利
益
の
み
な

ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
責
任
ま
で
、

家
族
へ
の
ケ
ア
ワ
ー
ク
と
い
う
形
で
国

家
の
肩
代
わ
り
を
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。

彼
女
ら
が
今
後
、
受
容
困
難
な
犠
牲
を

伴
わ
ず
に
、
健
康
で
有
能
な
成
長
の
担

い
手
と
な
る
た
め
に
も
、基
礎
社
会
サ
ー

ビ
ス
を
公
的
に
無
償
で
普
遍
的
に
提
供

で
き
る
よ
う
、
今
こ
そ
国
家
が
積
極
的

な
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。

●
国
際
社
会
の
役
割

　

以
上
の
よ
う
な
成
長
と
貧
困
削
減
の

相
乗
効
果
を
途
上
国
で
促
す
た
め
に
、

国
際
社
会
は
、
途
上
国
が
主
体
的
に
上

述
の
よ
う
な
政
策
を
追
求
で
き
る
よ
う
、

国
際
環
境
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

▼�

国
際
貿
易
の
公
正
化　

単
に
貿
易
支

援
を
行
う
の
で
は
な
く
、
世
界
貿
易

機
関（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）の
ド
ー
ハ
開
発
ア
ジ
ェ

ン
ダ
（
二
〇
〇
一
年
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド
ー
ハ

会
議
か
ら
開
始
さ
れ
た
多
角
的
貿
易

交
渉
。
一
九
九
九
年
の
シ
ア
ト
ル
会

議
が
、
先
進
国
主
導
の
議
題
設
定
に

対
す
る
途
上
国
の
反
発
で
決
裂
し
た

の
を
受
け
、
ド
ー
ハ
会
議
で
は
、
途

上
国
の
開
発
ニ
ー
ズ
を
交
渉
の
中
心

に
位
置
付
け
る
と
し
た
閣
僚
宣
言
を

採
択
し
、
交
渉
開
始
に
こ
ぎ
つ
け
た
。）

の
本
来
の
精
神
に
立
ち
返
り
、
貧
困

層
の
大
部
分
が
従
事
す
る
小
規
模
農

業
の
成
長
を
妨
げ
て
い
る
欧
米
先
進

国
の
農
業
補
助
金
の
大
幅
な
削
減
・

改
革
や
、
非
農
産
品
市
場
ア
ク
セ
ス

や
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の
、「
特
別
か
つ

差
異
あ
る
待
遇
」
原
則
の
尊
重
な
ど
、

貿
易
ル
ー
ル
自
体
の
改
革
を
行
う
。

▼�

地
球
環
境
上
の
成
長
余
地
の
確
保　

貧
困
国
の
人
間
開
発
を
、
地
球
環
境

の
制
約
内
で
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

経
済
大
国
の
過
剰
な
資
源
利
用
の
あ

り
方
を
改
め
る
（
特
に
温
室
効
果
ガ

ス
、
生
物
多
様
性
、
土
地
・
水
利
用

に
関
し
て
）。
気
候
変
動
交
渉
に
お
い

て
は
、
歴
史
的
責
任
を
反
映
し
た
形

で
、
先
進
国
側
が
温
室
ガ
ス
排
出
量

の
大
幅
な
削
減
と
途
上
国
の
緩
和
・

適
応
策
の
た
め
の
資
金
・
技
術
的
支

援
を
行
う
こ
と
が
、
新
興
国
の
行
動

を
促
す
た
め
に
も
大
前
提
と
な
る
。

多
国
籍
企
業
に
よ
る
農
地
争
奪
な
ど

へ
の
厳
し
い
規
制
も
求
め
ら
れ
る
。

▼�

資
金
動
員　

公
的
な
教
育
・
保
健
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
普
遍
化
や
、
小
規
模

農
家
へ
の
投
資
、
気
候
変
動
対
策
な

ど
、
膨
ら
む
一
方
の
資
金
需
要
に
応

え
る
た
め
に
、
世
界
レ
ベ
ル
で
カ
ネ

の
流
れ
を
変
え
る
。
途
上
国
に
は
累

進
的
な
税
制
改
革
を
奨
励
し
、
国
際

的
に
も
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ヴ
ン
（
租

税
回
避
地
）
規
制
な
ど
を
通
じ
南
か

ら
の
資
金
流
出
を
防
止
、
も
ち
ろ
ん

Ｏ
Ｄ
Ａ
は
増
額
す
る
。
近
年
議
論
が

熱
を
帯
び
て
い
る
革
新
的
資
金
メ
カ

ニ
ズ
ム
、
特
に
金
融
取
引
へ
の
課
税

は
、
課
税
対
象
と
税
率
な
ど
の
設
定

に
よ
っ
て
は
、
資
金
動
員
だ
け
で
な

く
、
食
料
危
機
や
金
融
危
機
の
要
因

と
な
っ
た
投
機
行
動
の
抑
制
、
地
球

規
模
で
の
富
の
再
分
配
な
ど
、
多
く

の
価
値
を
実
現
す
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。

▼�

代
表
制
の
確
保　

経
済
危
機
で
最
も

深
刻
な
被
害
を
受
け
た
の
は
、
そ
の

発
生
に
加
担
し
て
い
な
い
国
々
で
あ

り
、
人
々
で
あ
る
。
危
機
後
の
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
築
に
あ
た
っ
て

は
、
一
国
一
票
の
原
則
が
守
ら
れ
る
国

連
の
、
経
済
社
会
問
題
に
関
す
る
役

割
を
強
化
し
つ
つ
、
Ｇ
20
や
国
際
金

融
機
関
に
お
け
る
低
所
得
国
の
発
言

権
も
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

あ
ら
ゆ
る
政
策
を
最
も
脆
弱
な
立
場

の
人
々
の
利
害
に
十
分
配
慮
し
た
も

の
に
す
る
た
め
に
は
、
市
民
社
会
組

織
が
実
質
的
な
形
で
政
策
プ
ロ
セ
ス

に
関
与
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
。

●
日
本
の
役
割

　

Ｇ
20
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
成
長

志
向
の
開
発
議
論
は
、
一
見
す
る
と
日

本
が
標
榜
し
て
き
た
「
経
済
成
長
を
通

じ
た
貧
困
削
減
」
と
親
和
性
が
高
く
見

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
日
本
は

こ
れ
ま
で
、
援
助
哲
学
の
二
本
柱
で
あ

る「
経
済
成
長
」と「
人
間
の
安
全
保
障
」

の
関
係
に
つ
い
て
十
分
な
理
論
的
整
理

を
行
わ
ず
、「
両
論
併
記
」
的
な
位
置
づ

け
に
留
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
ト
リ
ク

ル
ダ
ウ
ン
を
信
頼
し
た
成
長
支
援
を
行

う
一
方
、
社
会
開
発
分
野
を
対
象
と
す

る
「
人
間
の
安
全
保
障
」
支
援
の
優
先

度
は
低
か
っ
た
。
逆
説
的
な
よ
う
だ
が
、

「
成
長
重
視
」
の
今
こ
そ
、
貧
困
層
の
脆

弱
性
を
補
い
つ
つ
、
彼
ら
の
成
長
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
伸
ば
す
よ
う
な
包
括
的
な

戦
略
性
が
求
め
ら
れ
る
。

　

現
政
権
は
日
本
の
技
術
輸
出
を
中
心

と
し
た
海
外
成
長
戦
略
を
描
い
て
い
る

よ
う
だ
が
、
岡
田
前
外
相
が
道
筋
を
付

け
た
、「
貧
困
削
減
」
と
「
持
続
的
経
済

成
長
の
後
押
し
」
を
柱
に
し
た
Ｏ
Ｄ
Ａ

改
革
を
こ
そ
強
化
・
洗
練
し
、
途
上
国

の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
ポ
ス
ト
危
機
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
建
設
に
貢
献

し
て
も
ら
い
た
い
。

（
や
ま
だ　

た
く
も
／
（
特
活
）
オ
ッ
ク

ス
フ
ァ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン　

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
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